
身近な人からつながる支援チームオレンジを紹介します

「きずな手帳」を活用しましょう

おたっしゃだより

　市では、認知症の人やその家族、地域住民が一緒に支える仕組みづくりをめざしています。
今回は「チームオレンジ」についてご紹介します。

　1994年に国際アルツハイマー病協会が世界保健機関（WHO）と共同で「世
界アルツハイマーデー」を制定されました。また、令和 6年 1月 1日施行の認
知症基本法では、9月を「認知症月間」、9月21日を「認知症の日」とされました。
この日を中心に、世界中で認知症の啓発が実施されています。

　多久市では、認知症の日に合わせて、さまざまな啓発を行っています。この機会に、認知症につ
いて正しく理解し、認知症になっても安心して暮らし続けられる地域をめざしましょう。

くわしくは、高齢・障害者支援課 高齢者支援係（☎0952-75-6033）にお問い合わせください。

問い合わせ先：高齢・障害者支援課 高齢者支援係（☎0952-75-6033）

～介護に関する相談に応じます～
　天寿荘在宅介護支援センター　　　☎0952-74-4818
　いこいの里在宅介護支援センター　☎0952-75-3558

Q．きずな手帳とは？

　どなたでもお持ちいただけます。（介護サービス
などを利用している高齢者にお勧めしています。）
必要事項を記入して、お薬手帳と一緒に持ち歩くこ
とをお勧めします。

　緊急連絡先や自身の病気、通院している医療機関
などの情報を記録する手帳です。万が一のときに、
どのような医療や介護を望むかなどご自身の気持ち
を記録し、家族や周囲の人に伝えることもできます。

Q．どこでもらえるの？
　多久市内の医療機関や薬局、多久市役所などに置
いています。

Q．だれが利用するの？

　手に取られた時に書くことをおすすめしています。また、いつでも書き直していただき、
常に最新の状態にしておくことが必要です。

Q．いつ書けばいいの？

問い合わせ・事前予約：高齢・障害者支援課 高齢者支援係 （☎0952-75-6033）

成年後見人などができること・できないこと

【認知症予防】
①後期高齢者健診
　年１回の無料健診
②介護予防教室
　運動機能向上や認知機能低下予防を目的と
したさまざまな教室

【地域での取り組み】
①認知症サポーター養成講座
　認知症についての講座を開催し、地域で認
知症を支えるサポーターを養成
②チームオレンジ
　認知症サポーターがチームとなって活動す
るものです。

【見守り支援】
①見守り支援シール
　高齢者の安全確保と、介護者などの負担軽
減のため、安否情報を共有できるQRコード
付きシールを配布
②配食サービス
　お弁当配達による安否確認

【移動支援】
①チョイソコたく
　会員登録制予約型乗合バス
②運転免許返納者等移動支援（タクシー券）
　自主返納または失効から１年以内の人への
タクシー割引制度
③おでかけサポート事業
　有償ボランティアによる移動支援

認知症に関するパネル展

　認知症の症状や予防のこと、利用できる地域での取り組みについて展示します。
■期間　 9月 8日㈫から11日㈮　　■場所　多久市役所 1階 ロビー

認知症専門相談会

　認知症に関するちょっとした心配や疑問について認知症地域支援推進員などがお話を伺いま
す。「最近もの忘れが増えて不安」「認知症について知りたい」「認知症の人にどう接したらいい？」
などの気になることをお気軽にご相談ください。なお、事前申込が優先となりますので、ご希望
の場合は、以下の問い合わせ先までご連絡ください。 1回の相談は30分程度です。
■期間　 9月 8日㈫から11日㈮　13時30分～16時　　■場所　多久市役所 1階 会議室

9月2 1日は「認知症の日」です

　このほか、認知症に関連した取り組みとして多久市で行っている事業の一部を紹介します。

チームオレンジとは？
　チームオレンジとは、認知症の人やその家族の思いを理解し、ご近所の応援者（サポーター）
がチームとなって、生活面などを早期に支援する取り組みです。
多久市では「オレンジコーディネーター」を中心に準備を進め、
令和 3 年 6月に南多久町西ノ谷区からスタートしました。その
後も複数の地区で支援の輪が広がっています。あなたの地区で
も、チームオレンジ活動を始めてみませんか？興味がある人は
高齢・障害者支援課までお問い合わせください。
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お薬手帳と同じ大きさ！一緒に持ちましょう。
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